
阿武隈川水系水質汚濁対策連絡協議会 上流支局

令和６年度

～川をきれいに～





ごあいさつ

令和６年１２月

阿武隈川水系水質汚濁対策連絡協議会上流支局長
国土交通省東北地方整備局福島河川国道事務所

事務所長 望月 貴文

「阿武隈川水系水質汚濁対策連絡協議会上流支局」令和６年度事業の一環と

して実施している「令和６年度阿武隈川上流児童図画コンクール」に多数の応

募を頂き感謝申し上げます。

このコンクールは、次世代を担う小学生の皆さんに「川をきれいにする」意識を

育んでいただくと共に、その作品を広く周知することにより、地域住民のみなさ

まの河川愛護意識の高揚及び、阿武隈川水系水質汚濁対策連絡協議会の活動につ

いてもご理解いただくことを目的として、平成２年度より開催し、今年で３５回

目となります。

今年も、この趣旨に則り、福島県内の阿武隈川流域２６市町村の小学生を対象

に募集したところ、川をきれいにする思いがこもった応募作品を、１０市町村の

２７校から図画部門１３９点、ポスター部門１０７点、合わせて２４６点と多数

頂きました。

どの作品も、川で遊んだ楽しい思い出、川をきれいにしたいという願い、川に

対する親しみがあふれており、川の大切さ、親しみが伝わるすばらしいものです。

これらの作品について審査を行い、特に優秀な３４作品（図画部門１７作品、

ポスター部門１７作品）を入賞作品として選定しました。

入賞作品は、作品集、ポスターとして広報に活用するとともに、阿武隈川流域

市町村にて巡回展示を行いますので、お近くの会場に足を運んでいただき、ご覧

になっていただければと思います。

おわりに、応募された小学生のみなさんやご担当の先生方、ご協力いただいた

審査員、関係機関のみなさまに厚く御礼申し上げます。
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福島市 髙橋 縁



０３

田村市 石井 尊



０４ 福島市 髙野 蒼翔

須賀川市 成内 耀祐



０５白河市 村田 楓牙

郡山市 鈴木 早希



０６

鏡石町 圓谷 眞優

矢吹町 山邉 悠太



田村市 鈴木 颯太
０７

福島市 赤石沢 優大



０８

矢吹町 星 利駈人

伊達市 佐藤 月琴



０９

矢吹町 滝田 裕人

福島市 酒井 ひなた



１０

福島市 渡邉 寛橙

福島市 武田 鈴



１１
須賀川市 柳沼 花音

郡山市 椿原 美咲



１２

二本松市 平 織沙

須賀川市 関根 和貴



１３

田村市 大河𠩤 仁胡

二本松市 大内 星空



本宮市 椎根 大智

田村市 先崎 友彩

１４



１５
郡山市 猪股 由貴

福島市 佐藤 慶人



１６

白河市 髙木 すず

須賀川市 國分 輝歩



１７

須賀川市 星野 春菜

須賀川市 佐藤 颯塁



１８
二本松市 熊田 あかり

須賀川市 矢部 希彩



１９

田村市 冨塚 愛陽

田村市 遠藤 爾乃



審査講評

２０

川は，山や大地などよりも，気候の変化によっ

てその表情を大きく変えます。阿武隈川も例外で

はなく，きれいで豊かな水を運び人々の暮らしを

豊かにしてくれたり，時に厳しい表情を見せ，私

たちの暮らしに影響を与え，命の尊さや生きる知

恵を教えてくれたりもしています。そのような川

は，私たちが生きる上でとても大切な存在であり，

今この瞬間も私たちの暮らしを支えてくれている

阿武隈川を，私たちは大切にしなければなりませ

ん。

さて，今年も阿武隈川流域の多くの小学校から，

246点もの図画とポスターの応募がありました。ど

の作品からも，コンクールの目的をしっかり受け

止めて描いてあることが伝わるすばらしいものば

かりでした。そのため審査は大変難しいものにな

りました。

図画では，作品を見つめ思いを寄せると，目で

景色の形や色の美しさを感じ，鼻でその場所の居

心地のよい自然の香りを感じ，耳では，風や野鳥

の鳴き声，川のせせらぎや魚のはねる音など，心

穏やかにさせる音を感じ，からだ全体で阿武隈川

やダム周辺の自然の豊かさを感じそのよさを表そ

うとしているのではと思わせる作品が多くありま

した。さらに，自分や家族，自然の生き物が幸せ

そうに描き込まれてある図画は，見る人の心に

「阿武隈川を大切にしたい」という思いが強く感

じられました。

下学年においては，きれいな景色から感じた色

を，からだ全体を使ってのびのびと表しているも

のが多くありました。本当に「阿武隈川の自然の

よさを大切にしたいな」という気持ちが伝わって

きました。



２１

福島市立庭坂小学校 佐藤 健

福島市立吉井田小学校 原田 桂子

福島県生活環境部長（代理）水・大気環境課 課長 清野 弘
福島県土木部長（代理）河川計画課 課長 近内 剛
国土交通省 三春ダム管理所長 大河原 正𠮷
国土交通省 摺上川ダム管理所長 三浦 猛
国土交通省 福島河川国道事務所長 望月 貴文

審 査 員

上学年においては，遠近法やグラデーションを

使い，川の流れ，山の奥行き，空の抜け感を丁寧

に表されたものが多くありました。阿武隈川やダ

ムの美しさを何とかして伝えようとする想いが感

じられました。

ポスターでは，メッセージが加わり，そのメッ

セージが伝わるような画面にしようと，画材の種

類や，着色の仕方，構図が工夫されてあるものが

多くありました。

下学年においては，素直な言葉で書かれてある

メッセージが，改めて自分をふり返らせてくれる

ものになっていました。

上学年においては，言葉そのものや，字形にま

で発想を膨らませて表し方を工夫してあるものが

多く，見る人の心をつかもうとする工夫がひしひ

しと伝わってきました。

冒頭でも述べましたが，本当に，図画及びポス

ター共にコンクールの目的がぎゅっと詰まった作

品ばかりでした。これらの図画及びポスターを見

た人が，ポイ捨てしようとした手を止めたり，家

族や仲間ときずなを深める場にしたりして，阿武

隈川やダムを取り巻く自然を大切にしようとする

人が，一人でも多く増える事を切に祈り，講評と

いたします。

令和6年12月

審査員代表

福島市立庭坂小学校 佐藤 健

福島市立吉井田小学校 原田 桂子



コンクール概要

この児童図画コンクールは、阿武隈川水系における

河川水質の汚濁対策に係る関係機関相互の連絡調整を

図ることを目的に設置されている、「阿武隈川水系水

質汚濁対策連絡協議会」（以下「水対協」という。）

の行事の一環として毎年実施しているもので、令和6

年で第35回目となりました。この「川に関する」児童

図画の募集は、次世代を担う子供たちに、図画の作成

を通し河川に対する認識を深めて頂くとともに、その

作品を広報活動に活用することによる阿武隈川流域に

生活する方々の河川愛護意識の高揚、さらには「水対

協」が実施する行事について理解を得ること等を目的

とし、福島県の阿武隈川流域の小学生を対象に実施し

たものです。

児童図画募集

児童図画の募集は、令和6年6月10日付けで、本協議

会構成機関である福島県の阿武隈川流域の26市町村を

通じて、管内の小学校に「児童図画」の募集を9月6日

まで行いました。この募集に対し、10市町村の27校よ

り、図画部門139点、ポスター部門107点の合計246点

の応募がありました。

審査基準

1.「題材」として下記の1）～3）が的確に表現され

ていること。

１）川をきれいにしている（するための）川の景

色や日常生活。

２）川をきれいにするための心掛けや願い。

３）美しい川とダムの風景。

2．広報活動等への活用を考慮し、下記の1）～3）

に配慮されていること。

１）視覚的に好感がもてること。

２）すっきりとした配色であること。

３）快活に描かれ誰にでも親しまれること。

３．画材

● 画用紙 四つ切り（３８ｃｍ×５４ｃｍ）

上記の規格外の画用紙に描いた作品は審査対象

としない。

● 色材料 自由ただし、油絵類は除く。

画用紙には「のり」などで紙以外の物を貼り付

けないこと。

４．その他

作品中に商品名や会社名及びアニメーションな

どのキャラクターを描いた作品は審査対象とし

ない。

児童図画の募集及び要領

コンクール概要

児童図画募集

審査基準

２２



２３

審査実施内容 ( 令和６年 1 1 月 1 日 実施）

予備審査

あらかじめ図画・ポスター部門の応募作品からそれぞれ４０点程度の作品を入賞候補作品として選定。予備審査

は審査員のうち次の２名の先生（関係機関以外からの審査員として福島市教育委員会の推薦により委嘱）が担当。

福島市立庭坂小学校 佐藤 健

福島市立吉井田小学校 原田 桂子

本審査

予備審査で選定された入賞候補作品の中から、A部門（図画）・B部門（ポスター）に分けて、選定審査員の協議

により、特選・特別賞・優秀賞の順に選定。

●特選

予備審査で選定された作品から各審査員が入賞候補作品を抽出し、審査員の協議により、特選１点を選定。

●特別賞

特別賞の各賞（福島県生活環境部長賞、福島県土木部長賞、福島河川国道事務所長賞、三春ダム管理所長賞、

摺上川ダム管理所長賞、審査員特別賞）の６点について、各機関の審査員が選定。
●優秀賞

残りの作品の中から優秀賞１０点を審査員の協議により選定。

審査員（関係機関）：福島市立庭坂小学校 佐藤 健

福島市立吉井田小学校 原田 桂子

福島県生活環境部、福島県土木部、福島河川国道事務所、三春ダム管理所、

摺上川ダム管理所

入賞作品内訳
賞 名 A部門(図画) B部門(ポスター) 計

特 選 1 1 2

特

別

賞

福島県生活環境部長賞 1 1 2

福島県土木部長賞 1 1 2

福島河川国道事務所長賞 1 1 2

三春ダム管理所長賞 1 1 2

摺上川ダム管理所長賞 1 1 2

審査員特別賞 1 1 2

優 秀 賞 10 10 20

計 17 17 34

応 募 総 数 139 107 246



図画部門（139名）

２４

児童図画コンクールに応募いただいたみなさん

■福島市 (12名) ■ 成内 耀祐 野 珠月 海老原 莉桜

武田 鈴 森尾 芽生 野 朝咲 飯沼 大

熊坂 亘晴 岩井 春馬 渡邊 颯太 岡崎 結花

海老名 桃花 松川 凜桜 ■田村市 (31名) ■ 小田島 穂佳

齋藤 珀菜 横田 壮亮 佐藤 百々花 栗原 侑真

酒井 ひなた 柳沼 花音 管野 絢仁 八島 葵

髙橋 征良 高崎 陽斗 本田 連士 加藤 心

赤石沢 優大 泉水 友太郎 白岩 歩叶 瀬戸 舞里花

佐久間 琉生 佐野 奏恵 遠藤 里桜 半澤 かな

髙橋 縁 齋藤 海翔 安瀨 蒼大郎 鈴木 秀虎

渡邉 寛橙 関根 和貴 安瀨 文乃 佐藤 菜桜果

渡邊 凱斗 水野谷 燈 管野 結仁 三浦 琉花

鈴木 龍弦 大島 陸弥 石井 那奈 椎名 美琴

■郡山市 (11名) ■ 浅和 叶向 管野 楓太 佐々木 翔音

長谷川 陽葵 庭田 梨杏 鈴木 暖大 佐藤 月琴

鈴木 瑛太 五十嵐 健太郎 加藤 颯介 菅野 綾芽

柴田 港斗 鈴木 景藏 野 遥守 小林 陽翔

鈴木 早希 渡邉 愛梨 石田 真帆 ■本宮市 (1名) ■

椿原 千尋 鈴木 美結 鴫原 優奈 椎根 大智

松﨑 里斗 吉田 匠杜 白石 陽菜乃 ■鏡石町 (4名) ■

先﨑 逞斗 井上 奏心 宗像 雅翔 髙久 大仁

鈴木 結衣 髙梨 蓮 尾 心花 大河原 紬

椿原 美咲 森山 彰斗 宗像 笑愛 木暮 彪仁

柴田 美優 芳賀 維斗 上遠野 泰一 添田 陽貴

坂本 陽 岩井 翔誠 吉田 夏樹 ■矢吹町 (7名) ■

■白河市 (8名) ■ 岩井 楓弥 石井 蓮花 味原 蒼

大塚 日葵 小椋 咲絵 大河𠩤 仁胡 小磯 侑聖

川瀨 涼太 小抜 愛果 朝倉 芽唯 山邉 悠太

田中 聖羅 深谷 愛 土屋 結愛 佐藤 杏璃

藤田 廉 ■二本松市 (12名)  ■ 上遠野 莉央 佐久間 那南

齋藤 紬希 櫻井 鈴 遠藤 吏翔 満山 大翔

佐藤 仁花 平 織沙 渡邉 寅之助 橋本 龍

早瀨 智哉 宍戸 爽太郎 先崎 友彩

菊池 衣里那 高木 豪汰 佐藤 柚花

■須賀川市 (33名)■ 三浦 紗穂 志賀 愛紗

鈴木 夢菜 中村 夢那 ■伊達市 (20名) ■

松川 明樹 安齋 琉聖 飯沼 美里

高崎 かんな 佐 侑真 川﨑 結彩

鈴木 紫苑 大内 星空 今井 謙吾



ポスター部門(107名)
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■福島市 (5名) ■ 吉成 煌太郎 野 渚杜

安齊 鈴音 ■二本松市 (9名)■ 吉田 謙心

松津 奏助 三浦 瑛翔 大和田 葵唯

髙野 蒼翔 熊田 あかり 石井 雪乃

佐藤 慶人 野地 陽太 先﨑 莉星

伊藤 湊翔 安齋 渓 ■伊達市 (2名) ■

■郡山市 (4名) ■ 鹿野 乃々果 菅野 大弥

後藤 蒼空 安齋 曜 永井 虎玖

相原 睦 安達 美玖 ■本宮市 (14名) ■

猪股 由貴 國分 美羽 國分 心暖

小曽根 千文 橋本 璃空 佐藤 舞羽

■白河市 (7名) ■ ■田村市 (32名) ■ 渡邊 希来

村田 楓牙 宗像 凌 菊地 ひまわり

松﨑 奏 佐藤 杏梛 渡邊 ひかり

丸山 叶夢向 遠藤 爾乃 渡邊 光凛

林 枇奈希 山口 音愛 三浦 晴翔

井上 楓鈴 白岩 璃莉 鈴木 遥真

髙木 すず 蒲生 隼汰 渡邊 敬志朗

辻 奈々美 佐久間 望絢 渡辺 蒼涼

■須賀川市 (20名)■ 石井 尊 加藤 塔馬

有馬 仁織 大友 叶愛 移川 那美

木戸 望結 徳田 まひろ 齋藤 穂乃香

渡辺 英理乃 冨塚 杏莉 横木 結奈

横田 陽 冨塚 愛陽 ■鏡石町 (10名) ■

西間木 りん 佐久間 直哉 圓谷 眞優

國分 輝歩 吉田 心春 鈴木 花那

横田 芽 浦山 芽依 面川 治輝

遠藤 鈴花 小島 楓 橋本 咲愛

藤井 李乃 佐久間 凜 菊地 千空

我妻 冬李也 渡邉 希衣 太田 季緒

横田 美織 江川 優芽 桐原 幸歩

宗形 理央 菊地 咲希 渡辺 望愛

佐藤 颯塁 大友 希愛 平山 愛優

川名 煌己 安瀬 陽琉 桐原 心幸

齋藤 彩羽 大友 結愛 ■矢吹町 (4名) ■

常松 蓮太 箭内 愛華紗 滝田 裕人

橋本 有朱奏 箭内 くるみ 大寺 湊人

星野 春菜 吉田 琉皇 羽染 快斗

矢部 希彩 鈴木 颯太 星 利駈人
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市町村 小学校
作品数

図画 ﾎﾟｽﾀｰ 全体

福島市
（2校）

御山小学校 ５ １ ６

吉井田小学校 7 ４ １１

郡山市
（4校）

小泉小学校 － １ １

御代田小学校 － １ １

緑ヶ丘第一小学校 １１ １ １２

郡山ザベリオ学園小学校 － １ １

白河市
（３校）

白河第一小学校 － １ １

白河第二小学校 ３ ２ ５

みさか小学校 ５ ４ ９

須賀川市
（５校）

第一小学校 １１ ２ １３

第二小学校 ６ ７ １３

第三小学校 １ － １

西袋第一小学校 １０ ４ １４

義務教育学校稲田学園 ５ ７ １２

二本松市
（４校）

二本松南小学校 ７ ３ １０

二本松北小学校 － ４ ４

杉田小学校 １ １ ２

小浜小学校 ４ １ ５

田村市
（３校）

常葉小学校 １０ ５ １５

船引小学校 １８ ２６ ４４

滝根小学校 ３ １ ４

市町村 小学校
作品数

図画 ﾎﾟｽﾀｰ 全体

伊達市
（２校）

梁川小学校 １６ １ １７

保原小学校 ４ １ ５

本宮市
（2校）

五百川小学校 １ ４ ５

白岩小学校 － １０ １０

鏡石町
（1校） 第一小学校 ４ １０ １４

矢吹町
（１校） 矢吹小学校 ７ ４ １１

全体 ２７小学校 １３９ １０７ ２４６

学年別 １年生 ２３ ８ ３１

２年生 １９ １３ ３２

３年生 ２６ １９ ４５

４年生 ２６ ２４ ５０

５年生 ２７ ２８ ５５

６年生 １８ １５ ３３

応募作品数
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入賞作品展示会の予定

※展示予定に変更があった場合は、福島河川国道事務所ホームページにてお知らせいたします。

［福島河川国道事務所］http://www.thr.mlit.go.jp/fukushima/

市 町 村
名 展示場所 展示期間

（2025年） 開館時間 備考

福島市
コラッセふくしま
アトリウム（１階ロビー）

1月17日(金)
～ 1月23日(木) 9時～17時 初日は13時から

最終日は13時まで

郡山市
ビッグアイ
市民プラザギャラリー（６階）

1月24日(金)
～ 2月6日(木) 10時～19時 初日は13時から

最終日は13時まで

本宮市 中央公民館 １階 展示ホール
2月7日(金)
～ 2月18日(火) 9時～21時 初日は12時から

最終日は13時まで

福島市
摺上川ダム
インフォメーションセンター

2月20日(木)
～ 3月3日(月) 9時～16時 初日は13時から

最終日は13時まで

田村市 船引公民館 1階ロビー
3月5日(水)
～ 3月14日(金) 9時～17時15分 初日は13時から

最終日は13時まで

白河市 白河市立図書館
3月18日(火)
～ 3月28日(金) 9時～21時

月曜日を除く
初日は13時から
最終日は12時まで

鏡石町 鏡石図書館
4月10日(木)
～ 4月22日(火)

9時～19時
月曜休館

月曜日を除く
初日は13時から

須賀川市
須賀川市役所 １階ロビー
みんなのスクエア

4月24日(木)
～ 5月7日(水) 8時30分～18時 開館時間と同じ

二本松市 二本松市役所 １階ロビー
5月9日(金)
～ 5月20日(火) 8時30分～17時15分

土曜・日曜を除く
初日は13時から
最終日は13時まで

伊達市 伊達市役所 シルクホール
5月22日(木)
～ 6月2日(月) 8時30分～20時 初日は13時から

最終日は16時まで

三春町 三春ダム 資料館
6月4日(水)
～ 6月16日(月) 9時～16時30分 初日は13時から

最終日は13時まで

矢吹町 複合施設 ココット
6月18日(水)
～ 6月26日(木)

9時～21時30分
日曜祝日は18時まで

初日は13時から
最終日は13時まで
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阿武隈川を知ろう ! !

★ 阿武隈川の名前の由来

阿武隈川は下流部がU字型に大きく曲がっていることから

『大曲川（おほくまがわ）』と呼ばれていました、それが

やがて『あふくま』になり、さらに変化し『あぶくま』と

呼ぶようになりました。

★阿武隈川の源流と川の長さと大きさ
阿武隈川の源流は、福島県西白河郡西郷村の旭岳です。

福島県中通り地方を北流し、宮城県にまたがり、長さは239km

で、全国では6番目に長い川です。流域は福島県、宮城県、山

形県の３県にまたがり、流域面積5,400k㎡で全国で11番目の大

きさです。

～川ができるには ～
山の地面にしみこんだ雨水は地下を通って源流になります。降った雨や雪どけ水などが流れていくうちに少

しずつ地面をけずり、長い時間をかけて川がつくられます。

★阿武隈川の水の使い道
阿武隈川の水はいろいろなことに利用されています。

水道用水 工業用水 発電用水 農業用水

このように利用されている阿武隈川は私たちの暮らしに無くてはならない大事な川です。
みんなで大切にしましょう。

写真摺上川ダム

★ 阿武隈川の地形の特徴

阿武隈山地と奥羽山脈との間を流れる阿武隈川の流域は、南北に長い羽根状の形をしていて東西からたく

さんの川が合流します。白河、郡山、福島、角田などの盆地付近では緩やかな流れで、盆地と盆地の間では

山と山が迫って谷となり、川の流れが急になっているのが阿武隈川の特徴です。

★ 阿武隈川の名前の由来

★阿武隈川の源流と川の長さと大きさ

★阿武隈川の地形の特徴

★阿武隈川の水の使い道
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○荒川クリーンアップ大作戦

福島市荒川の沿川7地区をそれぞれ一斉に清掃・除草するボランティア活動。

白鳥

★阿武隈川をキレイにする取り組み

みんなの川が（泣）

苦しいよ～

★阿武隈川に住む生き物

阿武隈川にはいろいろな生き物が住んでいます。

ウグイ オイカワ カワセミ

このほかにもたくさんの生き物が住んでいます!！もっと調べてみてね（笑）

近年観賞用などで持ち込まれた動植物（外来種）が自然環境にはなされて、もとから住んでいる動植

物（在来種）や私たち人間に悪影響を与える問題が発生しています。そのため外来種が新たに入ってく

るのを防いだり、駆除する取り組みが各地でとりおこなわれています。

ありがとう（喜）

川は私たち人間だけではなく、さまざまな生き物たちが必要としています！

私たちの気配りや思いやりで川をきれいにすることができます。

川に住む生き物たちのためにもきれいな川を未来へつなげましょう。

★ 阿武隈川に住む生き物

★ 阿武隈川をキレイにする取り組み

３１



～川をきれいに～


